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代表的な素粒子である電子は、点電荷と見なされる一方、干渉、回折効果などの量子現象を発現
する波動としての挙動も示します。この電子のもつ粒子と波動の二重性は、古くから興味深い基
礎物理の対象として、また新しい先端電子機器の開発を進める上でも重要な研究課題として議論
されてきました。

最近、私達は、電子線ホログラフィーを駆使して電子挙動を直接観察することに成功しています。
この観察結果と相対性理論との整合性を考慮し、電子を回転する線状波として取り扱うことによ
って、一個一個の電子の干渉・回折現象に及ぼす寄与を数式化し、シミュレーションを通して、
量子現象に関わる実験データの定量解析を実現しています。
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電磁場の可視化と相対性理論を踏まえた量子現象の解析

●　電場の乱れの検出を通した電子挙動の可視化は、特殊相対性理論と整合
●　一般相対性理論を踏まえたSLWモデルの構築
●　一個一個の電子の干渉・回折現象に及ぼす寄与をシミュレーション

●　電子の粒子・波動の二重性のSLWモデルによる統一的解釈
●　トンネル現象の直接観察とそのSLWモデルによる解析
●　相対性理論を踏まえた量子現象の解釈と定量解析
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電子線ホログラフィーによる電子挙動の直接観察

SLW モデルによる電子の干渉縞のシミュレーション

一般相対性理論を踏まえたSLW モデルの構築と応用

SLW モデルによる電子回折図形のシミュレーション

回転する線状波モデル

による電子の干渉・回折現象の解析

電子挙動の直接観察に基づく

Spinning Linear Wave


